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世
界
に
誇
れ
る
制
度
と
謳
わ
れ
た
、
わ
が
国
の
公
的
年
金
に
お
け
る
国
民
皆
年
金
の
実
現
は
、
国
民
年
金
法
が
施
行
さ
れ
る

昭
和
三
十
六
年
ま
で
遡
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
「
消
え
た
年
金
」
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
無
年
金
・
低
額
年
金

問
題
等
々
、
公
的
年
金
制
度
が
内
包
す
る
課
題
・
問
題
点
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

例
え
ば
、
強
制
加
入
の
制
度
で
あ
り
な
が
ら
、
二
〇
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
三
月
ま
で
は
任
意
加
入
と
さ
れ

て
い
た
た
め
、
大
多
数
の
学
生
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
任
意
未
加
入
中
の
罹
患
や
障
害
を
負
っ
た
場

合
、
障
害
年
金
の
対
象
外
と
な
り
、
所
謂
「
学
生
無
年
金
障
害
者
」
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
「
学
生
無
年
金
障

害
者
」
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
谷
間
を
生
ん
だ
国
の
責
任
を
質
し
、
救
済
を
求
め
、
現
在
も
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
る
。

国
会
に
お
い
て
は
、
学
生
無
年
金
訴
訟
過
程
に
お
け
る
「
立
法
の
不
作
為
」
と
の
指
摘
を
重
く
受
け
止
め
、
無
年
金
障
害
者

の
解
消
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
し
て
、
平
成
十
六
年
、
超
党
派
に
よ
る
議
員
立
法
「
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
に
至
っ
た
。
同
法
制
度
は
、
年
金
制
度
で
は
な
く
福
祉
的
救
済
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
立
法
の
経
緯
・
趣
旨
に
の
っ
と
り
適
切
に
運
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

本
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
法
の
立
法
趣
旨
に
鑑
み
、
幅
広
く
救
済
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
弾
力
的
な
運
用
が

な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
任
意
加
入
対
象
の
学
生
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
書
類
等
で
初
診
日
の
確
認
が
で
き
な
い
場

合
を
考
慮
し
「
初
診
日
当
時
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
複
数
の
第
三
者
各
々
の
証
明
」
で
も
可
能
と
し
て
い
る
。
特
別
障
害

給
付
金
の
運
用
状
況
（
平
成
二
〇
年
三
月
末
）
の
速
報
値
で
は
支
給
件
数
七
七
三
二
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ

る
学
生
三
九
三
二
件
中
、
上
記
「
複
数
の
第
三
者
各
々
の
証
明
」
に
よ
り
初
診
日
が
確
定
さ
れ
た
件
数
を
お
教
え
い
た
だ
き

た
い
。

二

一
方
で
、
同
速
報
値
に
よ
る
と
不
支
給
決
定
が
八
五
八
件
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
不
支
給
決
定
事
由
の
内
訳
と
し
て
「
受

給
資
格
要
件
不
該
当
」
が
二
三
〇
件
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
由
の
詳
細
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

と
こ
ろ
で
、
平
成
三
年
度
よ
り
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
期
間
中
で
あ
っ
た
学
生
に
つ
い
て
、
学
生
本
人
も
し
く
は
そ
の

者
の
親
等
が
、
数
ヶ
月
な
り
そ
の
者
の
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
他
の
要
件
は
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、

特
別
障
害
給
付
金
の
対
象
と
な
る
の
か
否
か
。
「
対
象
と
な
ら
な
い
」
場
合
は
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
の
者
の
場
合
、
「
任
意
加
入
被
保
険
者
」
に
該
当
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
者
等
が
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
保
険

料
納
付
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
「
任
意
加
入
」
の
期
間
に
つ
い
て
は
「
強
制
加
入
」
の
場
合
と

二



異
な
り
、
申
請
免
除
（
所
得
が
低
い
場
合
）
や
法
的
免
除
（
生
活
保
護
受
給
な
ど
）
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
法
制
度
上
の

不
平
等
と
も
い
う
べ
き
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
障
害
を
負
っ
た
場
合
は
、
ま
さ
に
、
特

定
障
害
者
特
別
給
付
金
法
の
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
、
当
然
に
「
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
特
別
の

事
情
」
と
し
て
救
済
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
早
急
に
運
用
上
の
改
善
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
如
何
。

五

関
連
し
て
障
害
年
金
受
給
者
数
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。
四
月
に
開
催
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
で
は
平
成

十
八
年
の
障
害
年
金
受
給
者
数
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
と
基
礎
年
金
を
併
給
し
て
い
る
者
の
重
複
分
を
控
除
し
た
場
合

の
受
給
者
数
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
障
害
年
金
受
給
者
数
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
国
民
年
金
（
一
級
・
二
級
別
）

お
よ
び
厚
生
年
金
に
つ
い
て
の
当
該
受
給
者
数
の
障
害
種
別
（
「
眼
の
障
害
」
「
聴
覚
、
鼻
腔
機
能
、
平
衡
機
能
、
そ
し
ゃ

く
・
嚥
下
機
能
、
言
語
機
能
の
障
害
」
「
肢
体
の
障
害
」
「
精
神
の
障
害
」
「
呼
吸
器
疾
患
の
障
害
」
「
循
環
器
疾
患
の
障

害
」
「
腎
疾
患
、
肝
疾
患
、
糖
尿
病
の
障
害
」
「
血
液
・
造
血
器
、
そ
の
他
の
障
害
」
別
）
の
受
給
者
数
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


